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障がいのある方を在宅で日常的に介護して

いる家族が、一時的な病気や冠婚葬祭等の緊

急な理由で介護ができないとき、家族に代わ

る介護人（本人推薦による）を派遣します。 

■対 象 

区内在住で、次のすべてに該当する方 

① 身体障害者手帳１・２級または愛の手帳
１～３度の方 

② 日常的に家族の介護を受けている方 

③ 介護人を推薦できる方 

※ 障がいのある方から見て2親等以内の

親族、配偶者は介護人になれません。 

■給付方法 

申請者には、前もって、介護給付券を交付し

ます。給付券使用後は、区が介護人に謝礼

をお支払いします。 

■給付券の内容 

名 称 交付内容 介護人謝礼 

緊急介護 

給付券 

(3時間券) 

年30枚交付（申請月に

より枚数が異なります。） 

１枚につき 

 3,000円 

宿泊介護 

給付券 

(12時間券) 

21時～翌日9時の間で

使用。年3枚交付（必要な

ときに交付します。） 

１枚につき 

12,000円 

■費 用  本人負担なし 

■手 続 き   次の①～②をお持ちください。 

① 身体障害者手帳または愛の手帳 

② 介護人の銀行口座がわかるもの 

■問い合わせ先 

障がい者福祉課 給付係 

電話 3463-1924  FAX 5458-4935 

家族の急病・事故などで介護が受けられずに、

日常生活の維持が相当困難な障がいのある方

を、区の施設で短期間、一時的に保護します。 

（事前登録不要・予約不要・24時間365日受付） 

■対 象  次のすべてに該当する方 

① 区内在住の6歳（就学児）以上で、障がい者サ

ポートカード（６８ページ）を作成している、原

則として、知的障がいのある方 

② 介護者の急病、事故などによって、支援を受
けられない状態の方 

③ 緊急的な保護が行われなかった場合、日常生
活の維持が相当困難になると認められる方 

④ 親族や緊急介護人などの頼れる身近な人が
いない方 

■費 用  無 料 （施設までの移動や食事

にかかる費用は実費負担） 

■利用上限  原則3泊4日まで 

■利用方法  次の連絡先にお電話ください。 

時 間 帯 連 絡 先 

[平日日中] 

月～金曜日 

8時30分～17時15分 

障がい者福祉課 

知的福祉係 

電話 3463-1978 

[早朝・夜間・休日] 

平日17時15分～翌8時

30分、土・日曜日、祝日、

年末年始 

はぁとぴあ原宿 

電話 5412-0050 

※ 緊急一時保護委託施設（64ページ）に空きがあ

る場合には、そのご案内をすることがあります。 

■保護施設 

渋谷区障害者福祉センターはぁとぴあ原宿 

(神宮前3-18-37)  電話 5412-0050 

緊急介護人の派遣 

緊急時の支援 

緊急一時保護（はぁとぴあ原宿） 
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障がいのある方が、介護者や家族の病気、出産、

近親者の冠婚葬祭などにより、一時的に家庭で

の介護を受けられなくなったときや、本人や介

護者が休養を必要とするときに、区が委託した

施設で一時的に保護します。 

■対 象 

原則、区内在住の６歳（就学児）以上で、愛の手

帳をお持ちの方 

■費 用 

無 料 （食事代・雑費は自己負担） 

 

■保護期間 

・ 1回につき7日間以内（事情により延長でき

る場合があります） 

・ 1施設につき年間6回まで 

・ 年間21日間まで 

■利用方法 

事前に登録が必要です。希望する方は障がい者

福祉課知的福祉係までお問い合わせください。 

■問い合わせ先 

障がい者福祉課 知的福祉係 

電話 3463-1978  FAX 5458-4935 

■緊急一時保護 委託施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

難病の方が、介護者の病気などにより、一時的

に家庭での介護が困難となったとき、東京都指

定の病院に短期間入院できるよう、ベッドが確

保されています。 

■入院期間  1回の利用で最長1か月間 

年間90日間まで 

■助成内容  医療保険の自己負担の一部 

■問い合わせ先 

中 央 保 健 相 談 電話 3463-2439 

恵比寿保健相談所 電話 3443-6251 

幡ヶ谷保健相談所 電話 3374-7591 

（各保健相談所の管轄地域は、20ページに掲載

しています。） 

施 設 名 所 在 地 定員 電 話 番 号 

えびす・ぱれっとホーム 〒150-0011 東3-14-5 1名 電話 3407-6070 

緊急一時なかよし 〒151-0066 西原2-36-7 2名 電話 3485-3549 

在宅難病患者一時入院（都の制度） 

緊急一時保護（委託施設） 

移動支援を利用できます（短期入所・緊急一時保護） 

自宅から短期入所施設・緊急一時保護施設までの送迎に、移動支援（69ページ）のサービス

を利用できます。 

※ 別途、移動支援のサービス利用申請が必要です。 

※ 施設の利用中に、移動支援は利用できません。 

■問い合わせ先  障がい者福祉課 経理係  電話 3463-1936  FAX 5458-4935 
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障がいのある方が、介護者や家族の病気、出産、

近親者の冠婚葬祭などにより、一時的に家庭で

の介護を受けられなくなったときや、本人や介

護者が休養を必要とするときに、施設に短期間

入所して、入浴、排せつおよび食事の介護その

他の必要な保護を受けることができます。 

■対 象 

障害支援区分が区分1以上の、在宅の障がい者

（障がい児はこれに相当する心身の状態）で、短

期入所のサービスの支給決定を受けている方 

■費 用 

原則1割負担です。利用者・扶養義務者の所得な

どに応じて負担上限額が設定されます。 

■利用方法 

サービスの申請から利用までの流れについては、

１２～１３ページに掲載しています。 

■施 設 

区内施設の一覧は１４６ページに掲載しています。

区外の施設も利用できます。空き状況について

は、各施設にお問い合わせください。 

■問い合わせ先 

○ 障がい者福祉課 身体福祉係 

電話 3463-１９37 FAX 5458-4935 

○ 障がい者福祉課 知的福祉係 

電話 3463-１９７８ FAX 5458-4935 

○ 障がい者福祉課 精神福祉係 

電話 3463-１９０５ FAX 5458-4935 

 

 

家庭内で急病や事故などの緊急事態に陥ったと

き、胸にかけたペンダント式の無線発信機等を

押すことで、民間受信センターに通報されるシス

テムです。通報を受けたセンターが救急通報を

行います。警備員が自宅へ向かい、事前にお預

かりした鍵で開錠して速やかに対応します。同時

に火災報知機も設置します。 

■対 象 

区内在住で、次のすべてに該当する方 

① ひとり暮らし等の身体障害者手帳1・２級また

は愛の手帳1・２度の方 

② 区の障がい者向け住宅等、類似の設備があ

る住居に居住していない方 

③ 高齢者福祉課が実施する救急通報システム

を利用していない方 

 

 

■利用条件 

① 固定電話が必要です。 

② 鍵を一本預けていただきます。 

③ 緊急時の連絡先を教えていただきます。 

■費 用 

無 料 （別途、通信料がかかります。) 

※ 家族等からの要請の場合、料金が発生する

場合があります。 

■手続き 

身体障害者手帳または愛の手帳をお持ちください。 

■問い合わせ先 

○ 障がい者福祉課 給付係 

電話 3463-1924  FAX 5458-4935 

○ 申請時に６５歳以上の方は、高齢者福祉課

サービス事業係にお問い合わせください。 

高齢者福祉課 サービス事業係 

電話 3463-1873  FAX 3463-2873 

 

救急通報システムの設置 

短期入所（ショートステイ） 【障害者総合支援法の障害福祉サービス】 
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聴覚・言語等の機能に障がいのある方や音声に

よる通報が困難な方は、ファクシミリやインター

ネットを利用して、消防庁に緊急通報ができます。 

 

 

携帯電話・スマートフォンのウェブ機能を利用し

て、東京消防庁に緊急通報ができます。 

■対 象 

東京消防庁管内（稲城市、島しょ地区を除く）に

在住・通勤・通学している聴覚または言語・音声

等の機能に障がいのある方 

■利用方法 

利用には事前登録が必要です。迷惑メール受信

拒否設定をしている場合は、「web119.info」

からのメールの受信を許可する設定にしてから、

登録用メールアドレスあてに空メールを送付す

ると、利用案内が返信されます。案内の指示に

従って登録を行ってください。 

［ 登録用メールアドレス ］ 

entry_13000@entry03.web119.info 

※ 詳しくは、東京消防庁ホームページの「安全・

安心情報」-「①火災予防」-「３ １１９番通報」-

「緊急ネット通報のご案内」のページでご確認

ください。 

 

ファクシミリから「１１９」をダイヤルし、送信する

ことで緊急通報ができます。（事前登録不要） 

■通報時の記載事項 

① 火災・救急の別 ② 住所、建物名称 

③ 氏名 ④ 年齢 

⑤ 「どうしたのか」「どこが痛いのか」 

「なにが燃えているのか」等を具体的に説明 

■注意事項 

・ あわてずにファクシミリ通報ができるように、

普段から、１１９番ファクシミリ通報用紙等に必

要事項（住所、氏名など）をあらかじめ記入し、

準備しておきましょう。 

・ 緊急時はあわててしまい、裏、表が反対に送信

され、未記載の面が送信されるケースがありま

す。あらかじめ、住所、氏名等を両面に記載し

ておきましょう。 

※ 詳しくは、東京消防庁ホームページの「安全・

安心情報」-「①火災予防」-「３ １１９番通報」-

「１１９番通報のしくみ」のページでご確認くだ

さい。ファクシミリ通報用紙は、ホームページ

からダウンロードできます。 

 

 

■問い合わせ先 

東京消防庁 防災部 防災安全課 防災福祉係 

電話 3212-2111 （内線4245・4247）  FAX 3213-1478 

Eメール bouanka4@tfd.metro.tokyo.jp 

東京消防庁ホームページ https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp 

※ 消防車・救急車を要請するときは、「１１９番」「緊急ネット通報」「１１９番ファクシミリ通報」を

ご利用ください。 

 

 

 

聴覚・言語等の機能に障がいのある方のための緊急通報（消防庁） 

緊急ネット通報 

１１９番ファクシミリ通報 
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聴覚や言語等の機能に障がいのある方や音声による110番通報が困難な方専用です。また、対応は

都内で発生した事件、事故に限ります。 

FAX110番 
住所、事件の内容を用紙に記入して、ファクシミリから「3597-0110」をダイヤルして

送信することで、緊急通報ができます。 

110番アプリ 

システム 

携帯電話・スマートフォンから、文字による110番通報ができます。 

[スマートフォンの場合] iPhoneの方はApp Storeで、Androidの方はGoogle Play

ストアで、「110番アプリ」を検索してインストールしてください。 

[従来型携帯電話の場合] https://mobile110.npa.go.jp/ にアクセスしてください。 

詳しくは警視庁ホームページでご確認ください。 

警視庁110番システムのページ 

https://www.keishicho.metro.tokyo.jp/jiken_jjko/110/110site.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問い合わせ先 

東京都福祉保健局 障害者施策推進部 計画課 

電話 5321-1111 (内線33-241) 

 

■配布場所 

希望者からの申し出により、下記の場所で配布

しています。手帳の提示などは不要です。 

・ 都営地下鉄各駅（押上駅、目黒駅、白金台駅、白
金高輪駅、新宿線新宿駅を除く）駅務室 

・ 都営バス各営業所 

・ 荒川電車営業所 

・ 日暮里・舎人ライナー（日暮里駅、西日暮里駅）駅
務室、ゆりかもめ（新橋駅、豊洲駅）駅務室 

・ 多摩モノレール（多摩センター駅、中央大学・明星
大学駅、高幡不動駅、立川南駅、立川北駅、玉川

上水駅、上北台駅）駅務室（一部時間帯を除く） 

・ 東京都心身障害者福祉センター（多摩支所含む） 
・ 都立病院、(公財)東京都保健医療公社の病院等 

地 域 配 布 先 名 所 在 地 在庫状況についての問い合わせ先 

区内北部 

代々木駅（都営大江戸線） 代々木1-35-5 電話 5350-4773 

新宿駅（都営大江戸線） 

※ 都営新宿線の新宿駅では
配布を行っていません。 

代々木2-1-1 電話 3299-7210 

区内南部 

東京都立広尾病院 恵比寿2-34-10 在庫確保しているため問い合わせ不要 

都営バス渋谷営業所 

（渋谷車庫前停留所近く） 
東2-25-36 在庫確保しているため問い合わせ不要 

聴覚・言語等の機能に障がいのある方のための緊急通報（警視庁） 

ヘルプマーク 

■渋谷区内のヘルプマーク配布場所  ※ 渋谷区役所では配布していません。 

 

義足や人工関節を使用してい

る方、内部障がいや難病の方

など、外見からは分からなく

ても、援助や配慮が必要な方

のマークです。ヘルプマークを

見かけたら、電車内で席をゆ

ずる、困っているようであれ

ば声をかけるなど、思いやり

のある行動をお願いします。 
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障がい特性や医療情報などをまとめた支援カードです。保護者や介護者が病気などで緊急に預かり

が必要なときや災害時における避難所などで、支援者がこのカードの内容を確認することで、支援

のポイントなどをいち早く知り、適切かつ効果的に対応することができます。 

 

■対 象 

区内在住で、渋谷区が支給決定を行う障害福祉サ

ービス（施設入所支援を除く）または障害児通所支

援を利用している方 

■作成費用 

無 料 

■手 続 き 

・ 原則として、サービス等利用計画または障害児

支援利用計画の作成にあわせて作成します。

（指定特定相談支援事業所・指定障害児相談支

援事業所に作成を委託） 

・ 計画作成時に、相談支援専門員にサポートカー

ドの作成を希望する旨を伝えてください。 

・ 計画を自ら作成するセルフプランの方で、サポ

ートカードの作成を希望される場合には、次の

窓口にお問い合わせください。 

■問い合わせ先 

障がい者福祉課 経理係 

電話 3463-1936  FAX 5458-4935 

 

※ 障がい者サポートカードの様式例を、

173ページに掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者サポートカード 


